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世界的メガトレンド①法定通貨の構造的減価

出典：各国中央銀行及びFRED(Federal Reserve Economic Data)のデータを基に当社作成

単位：10億ドル

リーマンショック後
大規模な量的緩和を開始

コロナショックにより
バランスシートが再拡大
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世界的メガトレンド①法定通貨の構造的減価

出典：世界銀行、FRED等のデータを基に当社作成

オイルショック後の
高インフレ時代

日本バブル崩壊後
長期デフレ時代に

コロナ禍以降
世界的なインフレへ
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世界的メガトレンド②デジタル化の資産への波及

レコードからストリーミングへ

フィルムからJPEGへ

地図帳からGoogle mapへ

資産もデジタル化の時代へ
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世界的メガトレンド③ネットワーク価値の指数関数的増大

ネットワーク効果とは
特定の製品やサービスの利用者が増えるほど、その製品やサービスの価値が高まる現象のこと。例えば、電話やSNSは、
利用者が多ければ多いほど、つながる相手が増えて利便性が増す。この効果によって、一度多くのユーザーを獲得した
サービスが市場で非常に有利な立場を築きやすくなる。
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なぜ、ビットコインなのか

出所：BitcoinTreasuries.net
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ゴールド VS 不動産 VS ビットコイン
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ゴールドとビットコインの供給量比較

ビットコイン登場初期の供給から4年に一度の半減期を経て
その供給量はいずれゴールドを越えて1%以下に

出典：World Gold Council等のデータを基に当社作成
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政府が保有するビットコイン量の国別ランキング

出典：BitcoinTreasuries.net



10

ビットコインETFへの資金流入

単位：億ドル

出典：Farside Investors等の公開データを基に当社作成
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米国における法規制の動き
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有識者によるビットコインの見立て

X創業者
ジャック・ドーシー

ストラテジー社CEO
マイケル・セイラー

Ark invest CEO
キャシー・ウッド

BlackRock CEO
ラリー・フィンク

ヘッジファンドマネージャー
ポール・チューダー・ジョーンズ

2030年までに1BTCの価格が100万ドルに達することは論理的なマイルスト
ンに過ぎない。

長期的にはあらゆる価値がビットコインという最も優れた保存容器へ流れこみ、
1BTCの価値は数百万ドルになる可能性もある。

2030年には1BTC価格は基本シナリオでも70万ドル、強気のケースでは
240万ドルに達する可能性もある。

ビットコインはゴールドを超える国家資産であり、質への逃避の対象である。

インフレとの競争において、ビットコインは最速の馬である。
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世界の企業によるビットコイン保有状況

出所：BitcoinTreasuries.net
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実行戦略
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専門的なチームアップ

ビットコインの価格サイクル
マクロ経済との相関
デリバティブ市場動向

ビットコイン開発経験
セキュリティエンジニア

国際金融法
デジタル資産法規制対応

業界ネットワーク
最新トレンドキャッチ

資金調達
IR/PR推進
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ビットコインネットワークへの貢献

ネットワークへの貢献 教育支援教育支援 グローバルカンファレンス教育支援

ビットコインのコアプロトコル、
ライトニングネットワークなどの
オープンソース開発プロジェクト
への支援

レポートの発行、セミナーの開
催、教育コンテンツの提供等

世界中で開催される主要なビッ
トコインカンファレンスへの参加と
情報発信
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事業モデルの全体像

資金調達 ビットコインの取得 ビットコインの保管 ビットコインの運用
株式市場から大規模且つ
継続的に資金を調達

調達資金を元手に規律あ
る手法でビットコインを取得

最高水準のセキュリティを追
求して厳格に保管

資産の一部を安全な手法
で運用し収益化
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ドルコスト平均法による取得

リスク低減効果 ストレスに左右さ
れない安定投資

長期的な
資産成長

定期的な取得規定の金額で
自動的な取得

手法

効果
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保有戦略

資産の分散管理1

自社で秘密鍵を管理する他、的確な第三者機関に預けることを組み合わせたハイブリッドモデルの採用
を検討

秘密鍵の分散管理2

秘密鍵の物理的・地理的分散による盗難防止措置の検討

保険の付保3

特にサードパーティに預ける資産について、サイバーセキュリティ保険の付保を検討
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価値向上戦略

ネットワークへの貢献ビットコインの運用

• レンディングサービス
• 信頼性の高いCeFiプラットフォーム
• 十分に監視されたDeFiプロトコル
• オプション取引 等

• ライトニングネットワークへの流動性
提供

• 開発プロジェクトへの支援 等
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Def consultingに投資をするメリット

リスクヘッジ

大口投資家として
のアドバンテージ

税制の違い

1

秘密鍵の管理、フィッシング詐欺からの防衛、取引所の破綻リスク、万が一の相続問題等、個人で保
有することで生じるリスクを回避する

大口投資家としてのアドバンテージ2

預入金額が多額であるがゆえに、取引手数料やカストディコストにおいて、通常の個人での取引よりも
有利な条件を引き出すことが可能

税制の違い3

現行の税制では暗号資産に直接投資をすることが必ずしも有利とは限らず、ビットコイントレジャリー企
業の株式を保有することがメリットになるケースもある
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(参考) 雑所得と譲渡所得の違い

比較項目 ビットコインの直接売買 当社の株式売買

所得区分 雑所得 譲渡所得

課税方式 総合課税 申告分離課税

税率 累進課税 (最大55%) 一律 20.315%

損益通算 他の所得との損益通算は不可 他の上場株式等との損益通算は可能

損失の繰越控除 不可 可能（3年間）
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情報開示

1 月次報告
保有BTC枚数、平均取得単価、時価評価額等、主要情報をウェブサイト上で開示

2 四半期報告
本事業の各種KPIについて詳細に報告

3 定期的な情報発信
自社ウェブサイトやXアカウント等を通じて、インサイダー情報に抵触しない範囲で日々の分析や当社戦
略的思考の情報を発信



24

リスクについて

1 短期的な価格変動リスク
ボラティリティの高いビットコインは、短期的には大きく価格が上下し得るが、中長期での資産価値上昇
を企図した投資であり、且つドルコスト平均法やセキュリティ管理高度化などによりリスク低減を図る

2 規制変更リスク
各国政府の規制が今後変更されるリスク、国家間の対立が予期せぬ影響を与えるリスク
ただしビットコインの資産的価値そのものを毀損するものではないと認識

3 その他リスク
ネットワークへの攻撃、カストディシステムの欠陥、人的ミス等の技術的・人的リスクの存在
徹底したリスク対処への投資とヘッジ策の適用でリスクを最小限に抑え込む
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最後に

当社の未来にご期待ください
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